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1.  平成22年3月期第3四半期の連結業績（平成21年4月1日～平成21年12月31日） 

 

(2) 連結財政状態 

  

(1) 連結経営成績（累計） （％表示は対前年同四半期増減率）

売上高 営業利益 経常利益 四半期純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

22年3月期第3四半期 8,953 21.8 132 ― 165 ― 39 ―
21年3月期第3四半期 7,349 ― △136 ― △88 ― △82 ―

1株当たり四半期純利益
潜在株式調整後1株当たり四半期

純利益
円 銭 円 銭

22年3月期第3四半期 5.14 ―
21年3月期第3四半期 △10.75 ―

総資産 純資産 自己資本比率 1株当たり純資産
百万円 百万円 ％ 円 銭

22年3月期第3四半期 14,384 5,702 39.6 742.61
21年3月期 13,324 5,788 43.4 753.35

（参考） 自己資本   22年3月期第3四半期  5,702百万円 21年3月期  5,785百万円

2.  配当の状況 

（注）配当予想の当四半期における修正の有無  無   

1株当たり配当金
第1四半期末 第2四半期末 第3四半期末 期末 合計

円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

21年3月期 ― 0.00 ― 20.00 20.00
22年3月期 ― 0.00 ―
22年3月期 

（予想）
20.00 20.00

3.  平成22年3月期の連結業績予想（平成21年4月1日～平成22年3月31日） 
（％表示は対前期増減率）

（注）連結業績予想数値の当四半期における修正の有無  無   

売上高 営業利益 経常利益 当期純利益
1株当たり当期

純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

通期 13,800 20.9 651 73.3 700 51.0 406 66.4 52.87
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4.  その他 
(1) 期中における重要な子会社の異動（連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動）  無  

(2) 簡便な会計処理及び四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用  有  
（注）詳細は、４ページ【定性的情報・財務諸表等】4.その他（2）をご覧ください。 

(3) 四半期連結財務諸表作成に係る会計処理の原則・手続、表示方法等の変更（四半期連結財務諸表作成のための基本となる重
要な事項等の変更に記載されるもの） 

（注）詳細は、４ページ【定性的情報・財務諸表等】4.その他（3）をご覧ください。 

(4) 発行済株式数（普通株式） 

※業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項 
1. 本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的であると判断する一定の前提に基づいてお
り、実際の業績等は様々な要因により大きく異なる可能性があります。 
2. 当社グループは、土木建設用資材の受注生産を行っており、主に土木工事を中心とした公共関連工事に使用されております。このため、経営成績は公
共投資の動向に影響を受けると同時に、業績は下半期に偏る傾向があります。従いまして、当社の業績予想についても第1～第2四半期に比べ、第3～第4
四半期のウエイトが高い業績予想となっております。 

① 会計基準等の改正に伴う変更 無
② ①以外の変更 無

① 期末発行済株式数（自己株式を含む） 22年3月期第3四半期 8,350,000株 21年3月期  8,350,000株
② 期末自己株式数 22年3月期第3四半期  670,541株 21年3月期  670,541株
③ 期中平均株式数（四半期連結累計期間） 22年3月期第3四半期 7,679,459株 21年3月期第3四半期 7,679,547株
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当第３四半期連結累計期間における国内経済は、工業生産や輸出が徐々に持ち直し、底を打つ兆しが見えました。

しかしながら、円高とデフレの進行が企業業績の先行きに不透明感を与え、設備投資は落ち込んだまま、失業率は改

善の兆しも見せず、雇用や所得の環境悪化から個人消費も低迷し、景気の先行きは依然不透明な状況で推移いたしま

した。 

建設業界におきましては、国および地方公共団体での財政難から、公共事業費の予算削減問題もあり、引き続き厳

しい受注環境が続きましたが、補正予算成立による効果も徐々に出てきているものと思われます。 

このような環境の下、当社グループでは従来にも増して積極的な営業施策を展開いたしました結果、「建設用資機

材の製造・販売」事業の「環境・防災分野」で『アンカー』および『落橋防止装置』の販売が好調であったことによ

り、当第３四半期連結累計期間の売上高は89億53百万円（前年同期比21.8％増）となりました。 

利益面では、比較的利益率の高い工場製品の拡販に支えられ、利益が伸張いたしました。これにより営業利益は１

億32百万円（前年同期は１億36百万円の営業損失）、経常利益は１億65百万円（前年同期は88百万円の経常損失）と

なり、本社移転に係る費用の引当を特別損失として29百万円計上したことから、四半期純利益は39百万円（前年同期

は82百万円の四半期純損失）となりました。 

事業の種類別セグメントの状況は次のとおりであります。 

（建設用資機材の製造・販売事業） 

○ 環境・防災分野 

   この分野では、主力製品である『アンカー』において北海道地区での引張型アンカーの拡販があったこと

と、民間需要の発電所関連大型物件で当社製品のアンカーが採用されたことで売上は好調に推移いたしまし

た。また、もう一つの主力製品であります『落橋防止装置』において、国土交通省の重点施策であります橋

梁の耐震補強事業が堅調に推移したことに支えられ、売上が伸張いたしました。これにより、この分野の売

上高は59億36百万円（前年同期比10.5％増）となりました。 

○ 橋梁構造分野 

   この分野では、前期に好調であった『斜材（FUT-H）』において、「矢部川橋」「鷹島肥前大橋」「銚子大

橋」といった斜材架設物件が、当期には一巡したことから売上は減少いたしました。しかしながら、主に橋

梁や建物の補修・補強に用いられる『外ケーブル』の販売が若干増加したことと、連結子会社「株式会社ア

ンジェロセック」で海外物件の消化が進んだこともあり、この分野での売上高は18億68百万円（前年同期比

4.0％増）となりました。 

○ レンタル・その他分野 

   この分野では従来からの建設用機材のレンタル事業等に加え、建物の基礎に用いる『建設用資材』である

「コンクリート型枠用特殊ボルト（セパレーター等）」の販売を当第１四半期より開始したことで、売上高

は11億45百万円（前年同期比532.6％増）と前年同期に比べ大幅に増加いたしました。 

  以上のことから「建設用資機材の製造・販売」事業の売上高は89億50百万円（前年同期比21.8％増）、営業利

益は６億50百万円（同90.6％増）となりました。 

（バイオマス関連事業） 

     当第３四半期連結累計期間においては、前期に引き続き主力製品である各種乾燥機や飼料化プラントにおい

て、顧客の設備投資抑制の影響からこの事業における売上高は２百万円（前年同期は１百万円の売上高）、営業

損失22百万円（前年同期は11百万円の営業損失）でありました。  

（１）資産、負債および純資産の状況 

当第３四半期連結会計期間末の資産合計は143億84百万円となり、前連結会計年度末に比べ10億60百万円の増加と

なりました。 

資産の部では、流動資産が90億89百万円となり、前連結会計年度末に比べ１億94百万円の増加であり、固定資産

は52億94百万円となり、前連結会計年度末に比べ８億65百万円の増加でありました。このうち資産の減少要因とし

ては、主に売上債権の回収に係る「受取手形及び売掛金」の減少であります。増加要因は、上半期での年度資金調

達にかかる「現金及び預金」の増加および第４四半期に対応する原材料の早期調達等に係る棚卸資産の増加による

ものであります。有形固定資産は山口工場倉庫棟の完成により建物が増加いたしました。 

定性的情報・財務諸表等

１．連結経営成績に関する定性的情報

２．連結財政状態に関する定性的情報
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負債の部では、流動負債は52億52百万円となり、前連結会計年度末に比べ１億96百万円減少し、固定負債は34億

29百万円と前連結会計年度末に比べ13億41百万円の増加となりました。負債の減少要因は、主に買入債務である

「支払手形及び買掛金」および法人税等の納税に伴う「未払法人税等」の減少であります。負債の増加要因として

は、年度資金調達による借入債務が増加したことによります。 

純資産の部では、主に「利益剰余金」が配当金の支払等で減少したことにより、純資産合計は57億２百万円とな

り前連結会計年度末に比べ85百万円の減少となりました。この結果、自己資本比率は39.6％となりました。 

  

（２）キャッシュ・フローの状況 

当第３四半期連結累計期間における現金及び現金同等物の残高は、19億３百万円となり、前連結会計年度末に比

べ４億21百万円増加いたしました。 

各キャッシュ・フローの状況とそれらの要因は次のとおりであります。 

 （営業活動によるキャッシュ・フロー） 

  営業活動の結果増加した資金は、39百万円(前年同四半期比２億88百万円減)でありました。このうち主な資金

の減少としては、棚卸資産の増加額２億75百万円と仕入債務の減少額７億75百万円および法人税等の支払額２億

１百万円がありましたが、資金の増加として税金等調整前四半期純利益１億28百万円、減価償却費２億27百万

円、のれん償却額16百万円、売上債権の減少額10億78百万円などがあったことから資金の増加となりました。 

 （投資活動によるキャッシュ・フロー） 

  投資活動の結果減少した資金は、７億84百万円(前年同四半期比５億39百万円減)でありました。これは主に定

期預金の預入による支出30百万円、山口工場での倉庫棟等の有形固定資産の取得による支出１億86百万円、エス

イー朝日株式会社に係る連結範囲の変更を伴う子会社株式取得による支出５億67百万円があったことによりま

す。 

 （財務活動によるキャッシュ・フロー） 

  財務活動の結果増加した資金は11億70百万円(前年同四半期比10億62百万円増)でありました。これは、短期借

入金の純増額２億７百万円、長期借入による収入17億円、社債の発行による収入４億50百万円に対し、長期借入

金の返済による支出９億33百万円、社債の償還による支出１億円および親会社による配当金の支払額１億53百万

円があったことによるものであります。 

  

 平成22年３月期通期の業績予想につきましては、当第３四半期まで順調な業績で推移しており、第４四半期につき

ましても順調な業績が予測されることから、現時点では平成21年５月11日の決算短信で発表いたしました通期の連結

業績予想を変更しておりません。  

※本資料における予想につきましては、当社が現時点で入手可能な情報に基づき判断したものであります。予想に内

在するさまざまな不確定要因や今後の事業運営における内外の状況変化等により、実際の業績と異なる場合がありま

すので、ご承知置きください。  

  

 該当事項はありません。  

  

（簡便な会計処理）  

  当第３四半期連結会計期間末の棚卸高の算出に関しては、実地棚卸を省略し、第２四半期連結会計期間末 

の実地棚卸高を基礎として合理的な方法により算出する方法によっております。 

（四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理） 

  税金費用については、四半期連結会計期間を含む連結会計年度の税引前当期純利益に対する税効果会計適用

後の実効税率を合理的に見積り、税引前四半期純利益に当該見積実効税率を乗じて計算しております。 

  なお、法人税等調整額は法人税等に含めて表示しております。 

  

 該当事項はありません。  

３．連結業績予想に関する定性的情報

４．その他

（１）期中における重要な子会社の異動（連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動）

（２）簡便な会計処理及び四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用

（３）四半期連結財務諸表作成に係る会計処理の原則・手続、表示方法等の変更
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５．四半期連結財務諸表 
（１）四半期連結貸借対照表 

（単位：千円）

当第３四半期連結会計期間末
(平成21年12月31日) 

前連結会計年度末に係る 
要約連結貸借対照表 
(平成21年３月31日) 

資産の部   

流動資産   

現金及び預金 2,058,458 1,607,183

受取手形及び売掛金 4,999,937 5,825,828

商品及び製品 194,602 15,941

仕掛品 404,233 123,888

原材料及び貯蔵品 1,161,855 1,061,829

その他 307,845 302,689

貸倒引当金 △37,141 △42,010

流動資産合計 9,089,791 8,895,349

固定資産   

有形固定資産   

建物及び構築物（純額） 1,181,208 886,064

機械装置及び運搬具（純額） 435,776 456,370

工具、器具及び備品（純額） 70,865 45,273

土地 2,051,047 1,926,947

建設仮勘定 7,100 95,001

有形固定資産合計 3,745,997 3,409,656

無形固定資産   

のれん 204,198 －

その他 50,222 52,676

無形固定資産合計 254,421 52,676

投資その他の資産   

投資有価証券 538,264 442,153

その他 877,195 656,376

貸倒引当金 △121,004 △131,784

投資その他の資産合計 1,294,456 966,744

固定資産合計 5,294,874 4,429,077

資産合計 14,384,665 13,324,427
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（単位：千円）

当第３四半期連結会計期間末
(平成21年12月31日) 

前連結会計年度末に係る 
要約連結貸借対照表 
(平成21年３月31日) 

負債の部   

流動負債   

支払手形及び買掛金 3,375,342 4,023,938

短期借入金 207,200 －

1年内返済予定の長期借入金 1,009,532 687,500

1年内償還予定の社債 110,000 55,000

未払法人税等 78,249 180,643

賞与引当金 38,391 70,149

本社移転費用引当金 29,056 －

その他 405,014 432,025

流動負債合計 5,252,786 5,449,256

固定負債   

社債 345,000 －

長期借入金 2,338,410 1,365,000

退職給付引当金 378,150 329,443

役員退職慰労引当金 362,470 372,010

負ののれん － 15,702

その他 5,000 5,000

固定負債合計 3,429,030 2,087,155

負債合計 8,681,817 7,536,412

純資産の部   

株主資本   

資本金 1,046,100 1,046,100

資本剰余金 995,600 995,600

利益剰余金 4,045,617 4,159,751

自己株式 △246,080 △246,080

株主資本合計 5,841,237 5,955,370

評価・換算差額等   

その他有価証券評価差額金 12,549 8,100

為替換算調整勘定 △150,938 △178,154

評価・換算差額等合計 △138,388 △170,054

少数株主持分 － 2,698

純資産合計 5,702,848 5,788,014

負債純資産合計 14,384,665 13,324,427
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（２）四半期連結損益計算書 
（第３四半期連結累計期間） 

（単位：千円）

前第３四半期連結累計期間 
(自 平成20年４月１日 
 至 平成20年12月31日) 

当第３四半期連結累計期間 
(自 平成21年４月１日 
 至 平成21年12月31日) 

売上高 7,349,270 8,953,148

売上原価 5,435,124 6,396,831

売上総利益 1,914,146 2,556,316

販売費及び一般管理費 2,050,327 2,423,693

営業利益又は営業損失（△） △136,181 132,623

営業外収益   

受取利息 1,050 621

受取配当金 1,942 1,643

受取手数料 10,768 16,034

受取家賃 8,208 8,208

負ののれん償却額 1,365 －

持分法による投資利益 58,866 69,168

その他 7,845 13,265

営業外収益合計 90,046 108,941

営業外費用   

支払利息 31,352 51,984

売上割引 7,709 11,680

寄付金 2,465 1,669

その他 1,130 11,139

営業外費用合計 42,657 76,475

経常利益又は経常損失（△） △88,791 165,089

特別利益   

固定資産売却益 － 126

投資有価証券売却益 － 31

貸倒引当金戻入額 － 5,484

持分変動利益 33,096 －

特別利益合計 33,096 5,642

特別損失   

固定資産売却損 － 276

固定資産除却損 1,741 4,320

投資有価証券評価損 6,019 －

固定資産臨時償却費 － 8,329

本社移転費用引当金繰入額 － 29,056

貸倒引当金繰入額 108,275 －

特別損失合計 116,036 41,983

税金等調整前四半期純利益又は税金等調整前四半期
純損失（△）

△171,731 128,749

法人税等 △85,075 91,991

少数株主損失（△） △4,119 △2,698

四半期純利益又は四半期純損失（△） △82,535 39,455
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（３）四半期連結キャッシュ・フロー計算書 

（単位：千円）

前第３四半期連結累計期間 
(自 平成20年４月１日 
 至 平成20年12月31日) 

当第３四半期連結累計期間 
(自 平成21年４月１日 
 至 平成21年12月31日) 

営業活動によるキャッシュ・フロー   

税金等調整前四半期純利益又は税金等調整前四半
期純損失（△）

△171,731 128,749

減価償却費 183,242 227,265

固定資産臨時償却費 － 8,329

のれん償却額 － 16,353

負ののれん償却額 △1,365 －

固定資産除却損 1,741 4,535

投資有価証券評価損益（△は益） 6,019 －

持分法による投資損益（△は益） △58,866 △69,168

持分変動損益（△は益） △33,096 －

貸倒引当金の増減額（△は減少） 132,205 △17,449

賞与引当金の増減額（△は減少） △25,542 △47,758

退職給付引当金の増減額（△は減少） △8,494 14,888

役員退職慰労引当金の増減額（△は減少） 16,770 △9,540

本社移転費用引当金の増減額（△は減少） － 29,056

受取利息及び受取配当金 △2,993 △2,265

支払利息 31,352 51,984

売上債権の増減額（△は増加） 2,037,609 1,078,837

たな卸資産の増減額（△は増加） △420,950 △275,065

仕入債務の増減額（△は減少） △938,570 △775,022

その他 △162,354 △88,985

小計 584,973 274,745

利息及び配当金の受取額 17,061 14,452

利息の支払額 △31,926 △53,947

法人税等の支払額 △258,288 △201,877

その他 15,565 5,774

営業活動によるキャッシュ・フロー 327,385 39,146

投資活動によるキャッシュ・フロー   

定期預金の預入による支出 △40,000 △30,000

有形固定資産の取得による支出 △190,928 △186,734

有形固定資産の売却による収入 － 601

無形固定資産の取得による支出 △10,731 △6,906

投資有価証券の取得による支出 △3,483 △8,726

投資有価証券の売却による収入 － 1,500

投資その他の資産の増減額（△は増加） △1,470 △1,123

貸付金の回収による収入 1,046 2,057

保険積立金の解約による収入 － 11,784

連結の範囲の変更を伴う子会社株式の取得による
支出

－ △567,433

投資活動によるキャッシュ・フロー △245,567 △784,980
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（単位：千円）

前第３四半期連結累計期間 
(自 平成20年４月１日 
 至 平成20年12月31日) 

当第３四半期連結累計期間 
(自 平成21年４月１日 
 至 平成21年12月31日) 

財務活動によるキャッシュ・フロー   

短期借入金の純増減額（△は減少） － 207,200

長期借入れによる収入 850,000 1,700,000

長期借入金の返済による支出 △476,410 △933,446

社債の発行による収入 － 450,000

社債の償還による支出 △112,000 △100,000

配当金の支払額 △153,433 △153,674

自己株式の取得による支出 △371 －

財務活動によるキャッシュ・フロー 107,784 1,170,079

現金及び現金同等物に係る換算差額 △48 △2,970

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） 189,554 421,274

現金及び現金同等物の期首残高 754,204 1,482,183

現金及び現金同等物の四半期末残高 943,759 1,903,458
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 該当事項はありません。 

  

前第３四半期連結累計期間（自平成20年４月１日 至平成20年12月31日） 

 （注）１．事業区分の方法 

     事業は、製品の系列及び市場の類似性を考慮して区分しております。 

   ２．各区分に属する主要な製品 

     建設用資機材の製造・販売事業・・・アンカー、落橋防止装置、ＫＩＴ受圧板、ＰＣ用ケーブル、 

                      外ケーブル、斜材、沈埋函耐震連結装置等 

     バイオマス関連事業・・・・・・・・有機性廃棄物処理装置 

   ３．営業費用のうち、消去又は全社の項目に含めた配賦不能営業費用の金額は465,462千円であり、その主なも

のは当社の経営管理部門に係る費用であります。 

当第３四半期連結累計期間（自平成21年４月１日 至平成21年12月31日） 

 （注）１．事業区分の方法 

     事業は、製品の系列及び市場の類似性を考慮して区分しております。 

   ２．各区分に属する主要な製品 

     建設用資機材の製造・販売事業・・・アンカー、落橋防止装置、ＫＩＴ受圧板、ＰＣ用ケーブル、 

                      外ケーブル、斜材、沈埋函耐震連結装置等 

                      コンクリート型枠用特殊ボルト（セパレーター等）         

     バイオマス関連事業・・・・・・・・有機性廃棄物処理装置 

  

（４）継続企業の前提に関する注記

（５）セグメント情報

〔事業の種類別セグメント情報〕

  
建設用資機材の
製造・販売事業

（千円） 

バイオマス 
関連事業 
（千円） 

計 
（千円） 

消去又は 
全社  

（千円） 

連結 
（千円） 

売上高           

(1）外部顧客に対する売上高  7,348,170  1,100  7,349,270  －  7,349,270

(2）セグメント間の内部売上高又は

振替高 
 －  －  －  －  －

計  7,348,170  1,100  7,349,270  －  7,349,270

営業利益又は営業損失（△）  341,091  △ 11,810  329,281  (465,462)  △136,181

  
建設用資機材の
製造・販売事業

（千円） 

バイオマス 
関連事業 
（千円） 

計 
（千円） 

消去又は 
全社  

（千円） 

連結 
（千円） 

売上高           

(1）外部顧客に対する売上高  8,950,693  2,454  8,953,148  －  8,953,148

(2）セグメント間の内部売上高又は

振替高 
 －  －  －  －  －

計  8,950,693    2,454    8,953,148  －    8,953,148

営業利益又は営業損失（△）  650,078  △22,480  627,597  (494,974)  132,623
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前第３四半期連結累計期間（自平成20年４月１日 至平成20年12月31日） 

本邦以外の国又は地域に所在する連結子会社及び在外支店がないため、該当事項はありません。 

当第３四半期連結累計期間（自平成21年４月１日 至平成21年12月31日） 

本邦以外の国又は地域に所在する連結子会社及び在外支店がないため、該当事項はありません。   

  

前第３四半期連結累計期間（平成20年４月１日 平成20年12月31日） 

海外売上高は、連結売上高の10％未満であるため、記載を省略しております。 

  

当第３四半期連結累計期間（平成21年４月１日 平成21年12月31日） 

海外売上高は、連結売上高の10％未満であるため、記載を省略しております。   

  

 該当事項はありません。 

  

  該当事項はありません。 

  

  

〔所在地別セグメント情報〕

〔海外売上高〕

（６）株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記

６．その他の情報
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